
類

語一

=主二
}@.、

義

の
ド

を
め

ぐ
つ

一
つ
の
単語の
意
味は 、
そ
の
類
義
語との
相互
関
係
を
考
慮に
加えつ
つ

解
明
さ
れ
な
け
れば
な
らない 。
そ
の
た
め
に
は 、
ある一
つ
の
単語と
そ
の

類
義
語との
聞に 、
北〈
時
的に
ど
ん
な
差
異や
類
似が
ある
か 、
そ
れが
通
時

的
に
はと
う
変
化
して
い
く
か 、
と
いっ
た
問題が
明
ら
か
に
さ
れる
必
要が

本U
ヲ令。と

の
見
地に
たっ
て 、
ホ
ド
とい
う一言
葉
をと
りあ
げ 、
その
類
義
語との
21

 

相
互
関
係
を 、
奈
良
時
代
及び
平
安
時
代の
和
文
資料を
中心に
調
査
し
た 。

その
結
果 、
次の
よ
うな
乙
と
が
明
らかに
なっ
た 。
ホ
ド
は 、
元
来 、
時

の
経
過・
時の
推
移
をい
う
言
葉
で
あっ
たと
と 。
奈
良
時
代に
は 、
時
聞に

関
する
類
義
語と
し
て 、
アヒ
ダ・
7・
コ
ロ・
ト
キ・
ト

な
ど
が
あ
り 、
ホ

ド
と
対
立
関
係に
あっ
たこ
と 。
中で
も 、
アヒ
ダ
は 、
途
断え
た
時の
窓
か

ら
転じ
て 、
時の
持
続・
期
間の
怠に
な
り 、
ま
た 、
空
聞に
転じ
て 、
抜
け

て
い
る
部
分・
途
中を
もい
うな
ど 、
意
味
領
域を
広
げて
い
たと
と 。
平
安

時
代に
な
る
と 、
アヒ
ダ
は
訓
読
語の
世
界で
用い
ら
れる
よ
うに
な
り 、
ホ

ド
が
そ
の
あとの
「空キマ」
に
入っ
て 、
新た
に
意
味を
広
げ 、
時の
経
過

の
ほ
か
に 、
時
点・
途
中・
部
分な
ど
を
もい
い 、
時
間につ
い
て
使
わ
れる

主
要な
語に
なっ
て
いっ
たこ
と 。
更に 、
ホ
ド
は
時
間か
ら
転じ
て
程
度を 味
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領

域

望

郁

子

月

も
表
わ
すよ
うに
なっ
た
が 、
そ
れ
は 、
奈
良
時
代に
専
ら
推
量に
基づ
く

程

度を
表
わ
して
い
たパ
カ
リが 、

見
当や
限定の
窓に
意
味を
広
げて
い
くの

と
平
行し
た
現
象で
ある
らしい
と
と 。
中世に
入る
と 、
程
度を
示
すホ
ド

は 、
更に
用
法を
広
げ 、
程
度の
極
限の
意や 、
一
つ
残
ら
ず・
と
と
ご
と
く

の
意
も
生じ
て 、
室
町末
期まで
に
は 、
程
度の
意の
用
法が 、
時
聞につ
い

て
い
う
用
法に
代っ
て 、
ホ
ドの

主
流を
占め
るに
至っ
た
らしい
乙
と 。
ζ

の
よ
うに 、
ホ
ドの

意
味が
多様
化して
い
く過
程で 、
本
来 、
実
質
名
詞で

あっ
たホ
ド
は 、
形
式
名
詞と
見な
し
得る
用
法を
生じ 、
ま
た一
方で
は 、

副
助
詞と
して
の
用
法ゃ 、
接
続
助
詞と
して
の
用
法を
生じ
る
な
ど 、
文
法

上 、
種々
の
機
能を
もつ
よ
うに
なっ
た
と
考
え
ら
れ
る
乙
と 。
な
ど
で
あ

zv 。以
下 、
と
れ
らの
ζ
と
を 、
や
や
詳し
く
述べ
て
み
たい 。
論
述の
順
序と

し
て 、
ま
ず 、
①ホ
ド

を
通
時
的に
考
察し 、
次に 、
②
奈
良
時
代の
ホ
ドの

類
義
語と
ホ
ド
との
関
係
を 、
アヒ
ダ
を
中心
に
説
明し 、
他の
類
義
語は 、

適
宜
考
察に
加え
る乙
と
に
する 。



一

ホ
ド

の
通
時
的
考
察

一

の
一

奈
良
時
代
の
ホ
ト

類義語の窓味領域

注2

奈
良
時
代
に
は 、
ホ
ド
は 、
仮
名
書で
は
「
保
万」
と
あ
り 、
ト

清
音
(
甲

類)
で
あ
る 。
ホ
ト

の
語
源
に
つ
い
て
確
か
な
と
と
は
わ
か
ら
な
い
が 、
ホ
と

ト
に
分
解
で
き 、
ホ
は 、
通
り
過
ぎ
る
意
の
動
詞
「
経」
と
意
味
的に
関
係
が

注3

注4

あ
ろ
う
か。
ま
た 、
ト

は 、
原
因
芳
起
氏
の
い
わ
れ
る
如
く 、

時
を
意
味
す
る

古
語で
「
夜
の
更
けぬ
却に
(
万
葉
集・

←八一一 一一)」
な
ど
の
ト

(
甲
類)
と

関
係づ
け
ると
と
も
で
き
よ
う 。
仮
名
替の
例
で
は 、
ホ
ト
は 、
時
に
つ
い
て

使
わ
れ、
徐々
に
動い
て
い
く

時
間・
時の
経
過・
時の
推
移
をい
う 。
と
れ

が 、
ホ
ト

の
原
義
で
あ
ろ
う 。

「
育
波
に
袖
さ
へ
濡
れて
漕
ぐ
船
の
城
府
振
る
保
万
(
続柄
ヲ
振ツ
テ
時

ガ
過
ギ
テ
イ
ク
ウ
チ)
に
さ
夜
更
け
な
む
か
(
万
葉
集・

翌一一
三」

「
妹が
門
い
や
速
そ
き
ぬ
筑
波
山
隠
れぬ
保
万
(
時
ガ
経ツ
テ
隠レ
テ
シ

マ
ワ
ナ
イ
ウ
チ)
に
袖
ば
振
り
で
な
(
万
葉
集・

吃庄八九)」

注5

仮
名
書の
例
は 、
以
上
の
二
例
だ
け
で
あ
る 。
万
葉
集に
は 、
ほ
か
に「
程」

と
書い
た
例
が一
例
あ
り 、
同
じ
く 、

時
の
経
過
を
い
う 。

「
霞
立つ
天
の
河
原
に
君
待つ
と
い
か
よ
ふ
程
(
行ツ
タ
リ

来
タ
リシ
テ

時
ガ
経
ツ
ウ
チ)
に
裳
の
裾ぬ
れぬ
(
万
葉
集・
ト五二八)」

以
上
の
よ
う
に 、
万
葉
集
で
は 、
仮
名
普
及
び
「
程」
字
表
記
の
ホ
ト
は 、

総
て
時
の
経
過・
時の
推
移
を
い
う
が 、
風
土
記
や
日
本
霊
異
記
に
は 、
道
を

行
く

時
の
経
過
の
窓
と
も 、
空
間
的
な
道
の
り・
距
離
の
怠
と
も
と
れ
る「
程」

が
あ
る 。

「
総
狂レ
北
道
程
一
百
三
里一
百
四
歩
之
中
隠
岐
道一
十
七
里一
百
八

十
歩
(
出
雲
国
風
土
記・
巻
末
記・
二
四
八ぺ
114

日
本
古
典
文
学
大
系
は

道
程
を
ミ
チ
ノ
ミ
チ
ノ
ホ
ド
と
訓
む
||)」

「
総
去レ
国
程
一
百
六
十
六
里二
百
五
十
七
歩
也
(
出
雲
国
風
土
記・
巻

末
記・
二
五
Oぺ
||

日
本
古
典
文
学
大
系
は
程
を
ミ
チ
ノ
ホ
ド
と
訓

む
||)」

「
総
去レ
国
間
九
十
七
里
二
百二
十
九
歩
(
出
雲
国
風
土
記・
巻
末
記・

二
五
Oぺ
||

程
の
訓
同
右
||)」

「
伴
副
往
程
二
駅
度
許
(
日
本
笠
異
記・
上・
品川・一
四
Oぺ
||

訓

注6

釈・
程
一蹴・
一
四
六ぺ

||)」

「
刊ニ
行
者-
之
処
与
長百円
程
一
里
許
(
日
本
笠
英
記・
下・
十
四・

三
五
四ぺ
||

訓
釈・
程同・
三
五
六ぺ
||)」

と
れ
ら
は 、
時
の
経
過
を
原
義と
す
る
ホ
卜

が 、
時
間
的
な
意
味
か
ら
空
間

的
な
意
味へ 、
窓
味
を
広
げ
て
い
く

過
程
に
位
置
す
る
用
法
と
見
ら
れ
る 。
出

雲
国
風
土
記
で
は 、
道
の
り
を
い
う
場
合に
限
り
「
程」
と
記し 、
時
の
経
過

を
い
う
場
合
は
「
間」
と
書い
て
区
別し
て
い
る 。
乙
れ
は 、
通
の
り・
距
離

の
意
の
ホ
ト

が 、
当
時 、
新
し
い
用
法
で
あっ
た
の
で 、
乙
れ
を
書
き
表
わ
す

の
に 、
殊
更 、
訓
の
明
確
な
「
程」
と
い
う
字
で
記
し 、
多
様
な
訓
を
もっ

「
悶」
字
を
避
け
た
も
の
で
は
なか
ろ
う
か。

奈
良
時
代
の
ホ
ト

に
つ
い
て 、
仮
名
書
及び
「
程」
字
表
記
の
例
に
関
す
る

限
り
で
は 、
以
上
の
よ
うに
考
え
る
の
で
あ
る 。

の

平
安
時
代
の
ホ
ド

ま
ず 、
概
略
を
述べ
る 。

平
安
初
期
の
約
百
年
間
は 、
ホ
ド

の
実
体
は
未
詳
で
あ
る
(
訓
点
資
料の
訳

文
の
中に
は 、
豊
富
な
材
料
は
管
見に
入
ら
な
い) 。

古
今
集
で
は 、
ホ
ド
は 、
奈
良
時
代
の
用
法
を
受
け
継
ぎ 、
時
の
経
過・
時
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の
推
移
を
い
う
例
が 、
ホ
ド

の
全
用
例
に
対
し
て
約郎
%
を
占
め 、
他
に一

例 、
旅
路
を
行
く
時
の
経
過
の
窓
と
も 、
道
の
り 、
距
離
の
窓
と
もと
れ
る
例

が
あ
る
の
み
で 、
新
た
な
展
開
は
な
い 。

土
左
日
記
に
至
る
と 、
程
度
を
い
う
例
が
始
め
て
表
わ
れ
る 。
乙
れ
は 、
時

の
経
過
の
窓
の
ホ
ド

か
ら
転
生
し
た
も
の
で 、
竹
取
物
語や
伊
勢
物
語
に
も
表

わ
れ 、
「よ
き
程
な
る
人」
「
御
心
さ
し
の
程」
な
ど
と 、
年
令
や
愛
情
の
深
さ

な
ど 、
時
の
経
過
につ
れて
徐々
の
変
化
を
する
も
の
ど
と
につ
い
て 、
変
化

の
程
度
を
い
い 、
更に
広がっ
て 、
時
の
経
過
に
か
か
わ
り
な
く 、

物
事一
般

の
程
度が 、
あ
る
も
の
と
同
等
で
あ
ると
と
を
もい
う
よ
う
に
なっ
た 。
し
か

し 、
時
間
に
つ
い
て
い
う
用
法
が 、
な
お 、
ホ
ド

の
主
流
を
占
め
(
土
左
日

記・
竹
取
物
語・
伊
勢
物
語
と
も 、
そ
れ
ぞ
れ
ホ
ド

の
用
全
例
に
対
し
て
叩
%

を
上
回り) 、
時
の
経
過
の
窓
の
ほ
か
に 、
新
た
に 、
時
点
の
意
や
途
中の
意

な
ど
を
生
じ
た 。

下っ
て 、
か
げ
ろ
ふ
日
記・
和
泉
式
部
日
記・
枕
草
子
に
お
い
て
も 、
大
勢

は
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
が 、
時
の
経
過の
怠
か
ら
転
じ
て 、
変
化
の
様
子・
具
合

を
い
う
用
法
が
表
わ
れ
た 。

次
の、
源
氏
物
語・
紫
式
部
日
記
で
顕
著
な
の
は 、
ホ
ド

の
全
用
例
に
対
し

て
程
度
の
意
の
占
め
る
%
が
高
いζ
と
で
あ
る 。
すな
わ
ち 、
土
左
日
記
か
ら

枕
草
子に
至
る
諸
作
品
で
は 、
程
度
を
い
う
ホ
ド
は 、
5

%
か
ら
せ
い
ぜ
い
却

%
前
後
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
が 、
源
氏
物
語
で
はお
%・
紫
式
部
日
記
で
はぬ

%と 、
と
び
ぬ
けて
高
く
な
る 。
乙
れ
は 、
紫
式
部
の
用
語
上
の一
つ
の
特
色

と
い
え
よ
う 。
(
な
お 、
源
氏
物
語の
程
度
の
意
の
ホ
ド

の
%
は 、
紫
上
系
の

巻々
・

玉
髭
系
の
巻々
・

第一
部・
第二
部・
第
三
部
を
通
じ
て 、
ほ
と
ん
ど

注7

変
動
が
な
い 。)
ま
た 、
源
氏
物
語
で
は 、
時
間・
空
間・
程
度・
様
子
の
各

窓
味
分
野
に
お
い
て 、
新
た
に
意
味
の
展
開
が
み
ら
れ 、
更
に 、
接
続
助
詞
的

用
法
も
確
立
し
て 、
ホ
ド

の
用
法
は 、
大
幅
に
広
がっ
た 。
乙
れ
は 、
当
時一

般
の
状
態
を
反
映
す
る
と
い
う
よ
り
は 、
紫
式
部
個
人
の、
文
体
の一
特
色
と

も
い
うべ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る 。
と
い
う
の
は 、
更
級
日
記・
大
鋭に
至
る

と 、
一再び 、
程
度
の
意
の
%
は
低
下し 、
大
勢
は 、
源
氏
物
語
以
前
の
状
態
に

もど
る
か
ら
で
あ
る 。
た
だ 、
大
鋭
で
は 、
ノニ・
ノ
ダ
ガ
の
窓
の
接
続
助
詞

的
用
法
に
変
化
が
み
ら
れ
る 。
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平
安
時
代
の
ホ
ド

の
あ
ら
ま
し
は
上
述
の
却
く
で
あ
る 。
以
下 、
論
述
の
便

宜
上 、
時
間・
空
間・
程
度・
様
子・
原
因
の
五
つ
に
大
別
し 、
各
意
義
別

に 、
ホ
ド

の
用
法
の
展
開
を
詳
述
する
こ
と
に
する 。

な
お 、
ζ
乙
で 、
諸
作
品
に
お
け
る 、
ホ
ド

の
表
わ
れ
方
を
表
示
し
て
お
く

(
表
I) 。

だ
い
た
い 、
一
つ
の
単
語
が 、
あ
る一
つ
の
意
味
か
ら
他
の
別の
意
味に 、

意
味
を
広
げ
た
り
転
じ
た
り
する
場
合に
は 、
二
つ
の
意
味
の
ど
ち
ら
と
もと

れ
る
用
法
が
表
わ
れ
る
の
が
む
し
ろ
普
通
で
あ
る 。
従っ
て 、
意
味に
よっ
て

分
類
し
て
数
え
る
場
合 、
数
え
方に
多
少の
動
揺
は
免
れ
ず 、
あ
る
意
味の
用

法
が
何パ
ー

セ
ン
ト

あ
る
と
いっ
た
数
的
処理
は 、
必
ず
し
も
客
観
性
を
持
ち

得
な
い 。
ホ
ド

の
用
法
の
変
遂
の
大
勢
を
把
む
手
懸
り
ま
で
に
表
示
する
次
第

で
あ
る 。

問
時
間
につ
い
て
い
う
ホ
ド

時
間
につ
い
て
い
う
用
法
は 、
平
安
時
代
の
諸
作
品
を
通
じ
て 、
用
例
の
大

半
を
占
め 、
ホ
ド

の
主
流
を
な
す乙
と 、
前
K
述べ
た
通
り
で
あ
る 。

そ
の
大
部
分
は 、
奈
良
時
代
と
同じ
よ
う
に 、
徐々
に
動
い
て
い
く

時
間・

時
の
経
過・
時
の
推
移
をい
う 。
た
だ 、
経
過
する
時
の
長
さ
が 、
長
短
さ
ま

ざ
ま
で
あ
る
の
で 、
訳
語
は 、
問・
期
間
中・
頃・
時
分・
最
中な
ど
と
区
別



表I ホ ドの表われ方

そ\b用初版 J.，主IC
義 時 間 空 間 程 度 様 子 (接 続 助 詞) メ口L 計ー

原 因 ・ 理 由 / 
数1% 数1% 数1% 数1% 山中ドJI計1% 1数1% 数 1 % 作品名 -------------

万 葉 集 3 1(100) 3⑦ (100) 
風 土 記 3 1(100) 3(1) (100) 
日 本霊異 記 2 1(100) 2 (100) 

(司Ii釈) ， 
古 A， 集 6 1(85.7) 1 1(14.3) 7 (100) 
土 左 日 記 3 1(75.0) 1 1(25.0) 4 (100) 
竹 取 物 語 13 (72，2) 1 I( 5.6) 4 1(22.2) 18 (100) 
伊勢 物 語 14 (82目3) 2 1(11. 8) 1 I( 5.9) 17 (100) 
か げ ろ ふ 日 吉己 289 (86.5) 11 ( 3.3) 27 ( 8.1) 5 1 ( 1. 5) ( 2) 2 ( 0.6) 334 @ (100) 
和泉式部 日 記 60 (88.2) 1 I( 1. 5) 3 I( 4.4) 2 I( 2.9) ( 1) 1 ( 1. 5) 1 (1. 5) 68 (100) 
枕 草 子 176 (71. 0) 11 ( 4.4) 29 (11.7) 23 ( 9.3) ( 2) ( 7) 9 ( 3.6) 248 (100) 
源 氏 物 語 963 (54.1) 97 ( 5.4) 596 (33.4) 76 ( 4.3) (28) (23) 51 ( 2.8) 1783 (100) 
紫式部 日 記 28 (43.8) 4 I( 6.2) 22 (34.4) 6 I( 9.4) ( 3) ( 1) 4 ( 6.2) 64 (100) 
更 級 日 記 40 (71. 4) 6 1(10.7) 3 I( 5.4) 7 1 (12.5) 56 (100) 
大 鏡 131 (66.1) 16 ( 8.0) 33 (16.6) 7 I( 3.5) ( 3) ( 2) 5 ( 2.5) 6 (3.3) 198 (100) 
方 丈 記 2 1(18.2) 2 1(18.2) 4 1(36.3) 1 1 ( 9.1) ( 1) 1 ( 9.1) 1 (9. 1) 11③ (100) 
平 家 物 語 169 (46.7) 10 ( 2. 7) 149 (41. 2) 4 1 ( 1. 1) (13) 13 ( 3.6) 17 (4.7) 362② (100) 
徒 然 草 47 (55.9) 9 1(10.7) 21 (25.0) 3 I( 3.6) ( 3) 3 ( 3.6) l (1. 2) 84 (100) 
伊曽保 物 語 17 (29.3) 1 I( 1. 7) 31 (53.5) ( 9) 9 (15.5) 58 (100) 

辺ιョ、 計 1 1961 1 (59 川 町 I( 5 州 制 1(27.8) 1 1341( 4的 | 問) 1附 1 98 I( 3 州 26 1 (0的 1 3320 1 (附鎌
田嗣
蛍
傾
Q
純
岨棚
田制

i主 ⑦③ 仮名書及び「程j 字表記の用例のみの数である。
@ rかげろ ふ 日 記総索引」に は， 他Ir 1例(176②〉があるが， 乙 れは， 文脈lζ乱れがあ り ， 疑問が残

るので数か ら 省いた。
@② 「方丈記総索引J Irは， 他1r1例(229)があるが， 乙れは， 底本の本文IC疑問があるので数か ら省

いTこ。
② ほかに， サノレホ ド ニが100 例， カカ リ シ ホ ドニが4例 ある。
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さ
れ
る 。

「乙
よ
ひ
と
む
人
に
は
あ
は
じ
七
夕の
ひ
さ
し
き
程
(
時ノ
経
過)
に
ま

ち
も
乙
そ
す
れ
(
古
今
集・
一
八一
・

一
三
八ぺ
ご

「
な
ほ
日
の
あ
し
け
れ
ば 、
ゐ
ざ
る
ほ
ど
(
間)
に
ぞ 、
け
ふ
は
つ
か
あ

ま
りへ
ぬ
る 。
(
土
左
日
記・
正
月
十
五
日・
二ハペ)」

「
此
樹
(
裳
着ノ
期
間
中)一一一
日
う
ち
あ
け
あ
そ
ふ
(
竹
取
物
語・一
四

ぺ)」「
タ
や
み
に
は
物
思
は
ぬ
け
し
き
也
月
の
程
(
タ
月ノ
頃)
に
成ぬ
れ
は

猶
時々
は
打
な
け
き
な
き
な
と
す
(
竹
取
物
語・
九一
ぺ)」

「
宮っ
か
へ
い
そ
か
し
く

心
もま
め
な
ら
さ
り
け
る
ほ
と
(
時
分)
の
い

へ
と
う
し
(
伊
勢
物
語・
六
O
段・
一
四一
ぺ
ご

「
か
か
る
程
(
チョ
ウ
ドコ
ウ
シ
テ
イル
時
|↓

最
中)
に
門
を
た
h
き

て
く
ら
も
ち
の
御
子
お
は
し
た
り
とつ
く

(
竹
取
物
語・
三
Oぺ)」

「
あっ
き
ほ
と
(
頃・
時
分・
季
節)
は
い
とh
お
き
も
あ
か
り
給
は
す

(
源
氏
物
語・
若
紫・
一
七
五ぺ)」

ζ
の
時
の
経
過
を
い
う
ホ
ド
は 、
用
法
が
広がっ
て 、
日
が
暮
れ
る
頃・
経

文
の
講
義
が
終
わ
る
時・
出
産の
時
期・
任
期が
満
期に
至
る
時・
命の
果
て

る
時
な
ど 、
あ
る
状
態
や
物
事の
存
続
す
る
期
間
が
あ
ら
か
じ
め
決っ
て
い
る

も
の
に
つ
い
て 、
経
過
す
る
時
の
到
達
点・
時
の
限
界・
期
限
を
い
う
場
合
が

生
じ
て
く
る 。
乙
れ
は 、
時
点
を
い
う
の
で 、
更
に
広
がっ
て 、
時
刻・
当

座・
折・
場
合
な
ど
を
も
い
う
に
至
る 。

「
日
く
る』
割
(
昼
が
終
ワロ
ウ
ト
ス
ル
時)
れ
い
の
あつ
ま
り
ぬ
(
竹

取
物
語・
二一
ぺ)」

「
か
う
の
を
は
る
ほ
と
(
経
文
ノ
講
義ガ
終
ワル
時)
に
:・
う
た
h
て

まつ
ら
せ
た
ま
ふ
(
伊
勢
物
語・
七
七
段・
一
九
三ぺ)」

「乙
の
時
の
と
と
ろ
に 、
子
う
むべ
き
ほ
ど
(
予
定
日)
に
な
り
て
(
か

げ
ろ
ふ
日
記・
上・
二
六ぺ)」

「
か・っ
ぷ
りの
期に
な
り
て 、
下
るべ
き
程
(
期
限)
の
近
う
な
ら
ん
だ

に
枕
草
子・
八
八
段・
一
三
七ぺ
ご

「
な
く
な
る
へ
き
程
(
命ノ
限
界・
死
期)
の
や
う
や
う
ち
か
く
な
り
侍

に
や
(
源
氏
物
語・
手
習・
二
O二
八ペ)」

む

とき

Il--

「
子の
刻
な
ど
い
ふ
ほ
ど
(
時
刻)
に
も
な
りぬ
らん
か
し
(
枕
草
子-

e二
九一
段・
三
O
三ペ
ご

「
わ
か
る
る
ほ
と
(
死
別
当
座)
の
か
な
し
ひ
は
(
源
氏
物
語・
橋
姫・

一
五一
Oぺ)」

「
御っ
か
ひ
に
なへ
て
の
ろ
く
な
と
は
み
く
るし
き
ほ
と
(
折・
場
合)

な
り
(
源
氏
物
語・
婿
蛤・一
九五
五ベ
ご

ま
た 、
上
述
の
用
法に
比
し
て 、
さ
ほ
ど
重
要
な
も
の
で
は
な
い
が 、
時
間

につ
い
て
い
う
ホ
ド
は 、
以
下に
述べ
る
よ
う
に 、
更に 、
種々

、
そ
の
用
法

を
広
げ
て
い
る 。

即
ち 、
ホ
ド
は 、
徐々
に
動
い
て
い
く
時
間・
あ
る
行
為
を
し
て
い
る
う

ち・
最
中の
意
か
ら
広
がっ
て 、・
へ
行
く

最
中
l↓

途
中の
意
を
生
じ
る 。

「
人
の
む
す
め
を
ぬ
す
み
て
む
さ
し
のへ
ゐ
て
ゆ
くほ
と
(
途
中)
に;・

く
に
の
か
み
に
か
ら
め
ら
れ
に
け
り
(
伊
勢
物
語・
一
二
段・
三
七ぺ)」

「に
は
か
に
ま
か
て
給
ま
ね
し
て
み
ち
の
ほ
と
(
途
中)
よ
り
〔
中
川
の

宿へ〕
お
は
し
ま
し
た
り
(
源
氏
物
語・
帯
木・
七
六ぺ)」

乙
の・
:

へ
行
く

途
中の
意
の
ホ
ド
は 、
更
に
広がっ
て 、
源
氏
物
語
や
大

鏡
で
は 、
会
話
の
途
中
の
あ
る
部
分・
舞の一
部
分・
歌
謡
の一
節な
ど 、
会

話・
舞・
歌
な
ど
時
間
の
上
に
展
開
す
る
も
の
の
途
中・
部
分・
辺
を
い
う
用

例
が
表
わ
れ
る 。
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類 義語の窓味領域

「
中々
な
る
刷出に
(
話ノ
途
中デ)・つ
け
た
ま
は
りさしつ
る乙
と
お

ほ
か
るの
乙
り
は
(
源
氏
物
語・
橋
姫・一
五
三
Oペ
こ

「
け
ふ
は
ま
た
な
き
〔
舞の〕
て
をつ
くし
た
るい
り
あやの
ほ
と
(
部

分)
そh
ろ
さむ
く乙
の
よ
の
事と
もお
ほ
え
す
(
源
氏
物
語・
紅
葉
賀・

二
三
九ぺ
ご

「く
ち
す
さ
みの
や
うに
うた
はせ
給し
か・
・

冨
草の
は
な
て
につ
み

い
れて
宮へ
まい
らむの
ほ
と
(一
節)
を
例に
は
か
は
りた
る
や
うに-つ

け
た
ま
は
りし
か
は
(
大
鏡・
道
長・
二
三一
ぺ
ご

以
上の
よ
う
に 、
ホ
ド
は 、
時
間につ
い
て
い
う
用
法が
広がっ
た
結
果 、

時の
意
を
濃
厚に
保
持し
な
が
ら
も 、
純
粋な
時
と
い
う
よ
り
も 、
時の
気

持・
時の
乙
と
な
ど
をい
う
形
式
名
詞と
みな
し
得る
用
法が
現
わ
れる 。

釘も

「ま
ひ
くる
ほ
ど
(
時ノ
私ノ
気
持
|↓
ノ)
を
恩
は
じ
と
あ
ま
たの
人

の
ゑ
に
す
れば
(か
げろ
ふ
日
記・
上・
三
六ぺ)」

「
猿
沢の
池は 、
0
・

と
人
丸が
よ
み
けん
剖
(
時ノ
気
持・
時ノコ
ト)

な
ど
恩ふ
に
(枕
草
子・
三
八
段・
八
五ぺ)」

「かへ
すがへ
す
も
山ち
わ
け
い
て
けん
削剖
(
時ノ
見
通シ
ノ
甘サ
ガ

|↓コ
ト
ガ・
ノ
ガ)
う
つ
h
と
も
お
ほ
え
す
くや
し
くか
な
し
け
れ
は

(
源
氏
物
語・
宿
木・一
七三
四ぺ)」

「わ
り
な
くしの
ひ
あ
りかん
租
(ノ)
も
心つ
くし
に
(
源
氏
物
語・

宿
木・一
七
四
Oぺ)」

更
に 、
時
を
過し
た
その
果て・
あ
げく・
-
固

と
その
あと
は 、
な
ど
と

訳せ
る
接
続
助
詞
的
用
法
も
あ
ら
わ
れて
い
る 。

「ほ
と
りは
み
た
らむ
に
〔
浮
舟
を〕
す
ま
せ
たて
まつ
らむ
も
あ
か
す

い
と
お
し
く
お
ほ
えて
と
か
く

思ひ
め
く
ら
す
ほ
と
(ア
ゲ
クノ
果
テ)
宮

に
と
は
〔
母
君
は〕
お
もふ
成
け
り
(
源
氏
物
語・
東
屋・一
八一
Oベ)」

「い
か
さ
ま
に
して
〔玉
鐙
を〕
宮乙
に
い
て
たて
まつ
りて
ちh
お
と

』
に
し
らせ
たて
まつ
らむ・:・
な
とい
ひ
な
け
くほ
と
(
果テニ
ハ)
仏

神に
願
を
たて
』
な
む
念し
ける
(
源
氏
物
語・
玉
髪・
七二
三ぺ
ご

「世の
きこ
え
を
しの
ひ
て
〔
匂宮は
宇
治か
ら〕
か
へ
ら
せ
給ほ
とに

(トソ
ノ
ア
トハ)

え
た
は
や
す
く
も
ま
き
れ
させ
給は
す
(
源
氏
物
語・

総
角・
二ハ一
三
ぺ
ご

な
お 、
連
体
形ホ
ドハ
の
形で 、
期間
中
ず
う
ーと

は
と 、
時の
経
過をい

うと
も 、:::
で
あ
る
以
上
は
と 、
強
調
をい
うと
もと
れる
場
合が
あ
る 。

「わ
ざ
と
たの
み
き乙
ゆ
ると
と乙
そ
な
け
れと
きど
き
もか
くお
ぼ
し

い
でん
ほ
ど
は
(
恩イ
出シ
テ
下サル
ア
イ
ダハ・
期
間
中ズ
ウ
|トハ・

下サル
上ハ)
た
え
で
あ
らん
とζ
そ
恩ひつ
れ
(
和
泉
式
部日
記・
二
六

ぺ)」
こ
れ
は 、
ホ
ドハ
のハ
が 、
その
上に
くる
部
分
を 、
特に
そ
れだ
け
別に

し
て
取
りたて
て
い
うの
で 、
その
取
りたて
ら
れた
部
分が
強
調
さ
れると

と
に
な
り 、
期
間中
ず
う
lと

は
!↓・:・
で
ある
以
上
は
と 、
転
じ
うるの

で
あ
ろ
う 。
平
安
時
代に
は 、
先
駆
的な
用
法と
して
稀に
表
わ
れる
に
す
ぎ

ない
が 、
中
世に
入る
と 、
確
実に 、
:・

で
ある
以
上
は 、
・
・

か
らに
は

と 、
強
調
をい
うよ
うに
な
る
(
後
述一
の一ニ) 。

以
上の
よ
うに 、
平
安
時
代に 、
ホ
ド
は 、
時の
経
過ば
か
りで
な
く 、
新

た
に 、
時
点
を
もい
うよ
うに
な
り 、
更に 、
途
中・
部
分の
意ゃ 、
形
式
名

詞と
みな
し
得る
用
法・
接
続
助
詞
的
用
法
も
表
わ
れて 、
時
聞につ
い
て
広

く
使
わ
れ
たの
で
ある 。
と
の
と
と
は 、
奈
良
時
代に
時を
示
す
主
要な
語と

して
ホ
ト
と
対
立
関
係に
あっ
たアヒ
ダ
(
後述二)
が 、
平
安
時
代に
な
る

と 、
専
ら
訓
読
語と
し
て
使
わ
れる
よ
うに
な
り 、
和
文の
世
界か
ら
殆ど
姿
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尚ゆ目800

を
消し
た
結
果 、
その
あとの
「空
キ7」
にホ
ド

が
入
り
得
たと
と
と 、
深

く
関わ
り
合っ
た
現
象で
あ
ろ
う 。

間
空
聞につ
い
て
い
うホ
ド

時の
経
過
・

時の
推
移
を
原
義と
するホ
ド

が 、
空
間につ
い
て
も
使
わ
れ

る
よ
うに
なっ
た
‘きっ
か
け
は 、
道
を
行
く
時の
経
過
|↓通の
り
・

距
離
を

示
す
用
法で
あ
っ
た
(
前
述一
の一〕 。
ζ
の
怠の
ホ
ド
は 、
奈
良
時代
に
表

わ
れ 、
平
安
時
代に
入っ
て
も 、
ぞ
爪νJ
ま
ま
受け
継が
れた 。
乙
れ
は 、
そ
の

発
展の
由
来か'りし
て
も
当
然￠
と
と
で
ある
が 、
道ノ
ホ
ド
・ホ
ド

近シ
・

ホ
ド

遠シ 、
ホ
ド
ナシ
の
形手と
ると
と
が
多い 。

「わ
か
れ
て
は
ほ
ど
(
再
会マ
デノ
時ノ
経
過・
旅路ヲ
行ク
時ノ
経
過

|↓
道ノ
リγ
をへ
だ七
と
お
もへ
ば
や
かつ
みな
が
らに
か
ね
てと
ひ
し

き
(
古
今
集・
三
七
二
・一

七
五ぺ)」

「
百
千
百
里の
租
(道ノ
リ)
い
き
た
りと
もい
かて
か
取へ
き
(竹
取

物
語・
二
五ぺ)」

「む
か
し
お
と
乙
は
る
か
な
る
ほ
と
(
速イ
所)
に
ゆ
き
た
り
ける
に

(
伊
勢
物
語・
三
二
四ペ)」

乙
の
意の
ホ
ド
は 、
か
げろふ
日
記の
頃に
な
る
と 、
道の
り・
距
離の
意

か
ら
広がっ
て 、
奥ゆ
き・
広
さ・
面
積・
お
お
よ
そ
の
場
所の
範
囲・
場
所

の
見
当など
を
もい
うよ
うに
なっ
た 。

「
程せ
ば
く

(
奥ユ
キ
が
浅ク
|↓
広サ
・面

積がセマ
ク)
人
さ
わ
が

し
き
所に
て 、
息
もえせ
ず
(か
げろふ
日
記・
中
・一

二
七ベ)」

「
蚊の
・

顔の
ほ
ど
(ア
タ
リ)
に
と
ぴ
あ
り
く 。

(
枕
草
子
・二

八

段・
七
Oペ)」

更に 、
源
氏
物
語で
は 、
空
聞に
存
在
する
もの
につ
い
て
広
く
使
わ
れ 、

特に 、
ホ
ドモ
ナシ
の
形で 、
ちっ
ぽ
け
な・
と
る
に
た
らない・
窮
屈
なの

意
に
もなっ
た 。

「か
くほ
と
もな
き
(チツ
ポ
ケ
ナ
・トルニ
タ
ラ
ナ
イ)
も
の
h
へ
た

で
は
か
り
を
さ
は
り
所に
で
おぼつ
かな
く思つ
h
す
くす心
をそ
さの
あ

ま
りおと
か
まし
く
も
ある
か
な
(源
氏
物語・
総
角・一
五
九
四ペ)」

「な
と
か
くほ
と
もな
く

(
肩
身ヲ
狭
ク・
窮屈
三
し
な
しつ
る
身な

らん
(源
氏
物
語
・

柏木・
二一一一
八ベ)」

間程
度につ
い
て
い
うホ
ド

土
左日
記の
頃に
な
る
と 、
ホ
ド
は 、
徐々
に
動い
て
い
る
時
間・
時の
経

過
をい
う
原
義か
ら
転じ
て 、
時の
経
過につ
れて 、
変
化
し
て
い
く
も
の

(
年
令・
愛
情の
深
さ 、
芸
事の
腕
前な
ど)
を
対
象と
し
て 、
変
化の
程
度

をい
う
用
法が
表
わ
れて
くる 。

ーl

注9

「〔
揖取
りの
言
葉
が〕
人の
程
(身
分
・

分
際)
に
あ
は
ね
ば 、
と
が
む

る
な
り 。
(
土
左日
記・
正
月
廿一
日・
二
ニペ
こ

「よ
き
程
(
年
令
・

年
頃)
な
る
人
に
な
り
ぬ
れ
は
(竹
取
物
語・一
ニ

ペ)」「
御心
さしの
割
(愛
情ノ
深サ)
は
見ゆへ
し
(竹
取
物
語・
二
ニペ)」

「う
る
は
し
くか
き
あ
はせ
た
りし
削剖
(
琴ノ
腕
前)
けし
うは
あ
ら

すか
し
(源
氏
物
語
・

帯
木・
五
四ぺ)」

乙
の 、
時の
経
過につ
れて
変化
する
もの
Kつ
い
て 、
その
程
度
をい
う

ホ
ド
は 、
広がっ
て 、
山の
高
さなど 、
時の
経
過に
か
か
わ
りの
ない
物
事

一
般につ
い
て 、
その
程
度
をい
うよ
うに
な
る 。

「
ある
人の
け
の
穴
さへ
見ゆ
る
程
(ク
ラ
イノ
明ル
サ)
な
り
(
竹
取

物
語
・一

Oニベ
と

「っ
ち
よ
り五
尺は
か
り
あ
か
りた
る
程
(ク
ライノ
高サ)
に
た
ちつ

ら
ね
た
り
(竹
取
物
語・一
O二ぺ)」
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類 義語の 意 味領域

「その
山
〔
富
士
山〕
は
こ
h
に
た
とへ
は
ひ
えの
山を
は
た
ち
は
か
り

か
さ
ね
あ
け
た
らん
ほ
と
(ク
ラ
イノ
高サ)
し
て
(伊
勢
物
語・
九
段・

一一ムハペ)」

ζ
の
場
合 、
ホ
ド
の
意
味する
程
度と
は 、
具体
的
に
他の
もの
を
例
示し

て 、
そ
の
例
示
さ
れ
た
もの
と
同じ
程
度で
あるζ
と
をい
う 。
ホ
ド
は 、
:

・
ク
ラ
イ
と
訳せ
る 。

だ
い
たい 、
程
度をい
う
言
葉
と
して
は 、
奈
良
時
代か
らバ
カ
りが
あっ

た 。
パ
カ
リ
も 、
他の
もの
を
例
示
し
て 、
そ
の
例
示
さ
れ
た
もの
と
同
等で

あ
ると
と
をい
う
点 、
と
の
場
合の
ホ
ド
と
同
検で
ある 。
パ
カ
リとホ
ド
と

の
相
違
は 、
パ
カ
リが 、

下に 、
推
量・
疑
問・
反
語・
条
件を
示
す
語を
伴

①
①

注叩

っ
て 、
よ
く
わ
か
らない
もの
を
対
象と
し
て
そ
の
程
度を
推
量
し
て
い
うの

に
対し 、
ホ
ド
は 、
ナ
リ・
タ
リ
など
断
定を
伴っ
て 、
明
確
な
もの
を
対
象

と
し
て
そ
の
程
度を
明
示
する
とい
う
点
に
あ
る 。

そ
もそ
も 、
程
度を
表
わ
すの
K 、
他の
もの
を
例
示して 、
その
例
示
さ

れ
た
もの
と
同
等で
あ
る乙
と
を
示
すとい
う
表
現の
仕
方は 、
日
本語の
程

度表
現の一
般
的
型で
あ
ろ
う
か 。
そ
し
て 、
ホ
ド

が 、
時の
経
過の
意か
ら

転じ
て 、
時の
経
過につ
れて
変
化
する
もの
の
程
度をい
うよ
うに
なっ
た

時 、
ホ
ド
は 、
直
ち
に 、
乙
の
程
度表
現の
型にのっ
とっ
て 、
物
事一
般
の

程
度を
もい
うよ
う
に
なっ
たの
で
は
ある
ま
い
か 。

以
上二つ
の
用
法が
程
度の
窓の
ホ
ド
の
根
幹を
な
す
もの
で
ある
が 、
平

安
中
期に
な
る
と 、
乙
の
窓の
ホ
ド
は 、
更K
広がっ
て 、
以
下に
述べ
るよ

うな
特
殊な
用
法を
生
じ
る
に
至っ
た 。

ま
ず 、
人と
人との
間
柄・
関
係・
仲・
血のつ
な
が
りをい
う
用
法が
表

わ
れ
る 。
乙
れ
は 、
時の
経
過につ
れて
深
ま
る
親
交の
深
さの
程
度をい
う

とと
ろ
か
ら 、
派
生
し
た
もの
で
あ
る 。

「
人
は
ま
だ
み
な
る
と
い
ふべ
き
ほ
ど
(親
交ノ
時ノ
経
過
|↓間

柄)

に
も
あ
ら
ず
(か
げろ
ふ
日
記・
上・一
五ベ
ご

「し
た
し
き
ほ
と
(イトコ
同
志ノ
間
柄)
に
か』
る
は
人の
き』
お
も

ふ
と乙
ろ
も
あ
はつ
け
きや
うに
な
む
(源
氏
物
語・
少
女・
六
八三ベ)」

ま
た 、
ある
もの
の
程
度が 、
例
示し
た
もの
と
同
等で
ある乙
と
は 、
そ

の
もの
と
例
示
さ
れた
もの
との
相互のつ
り
あい
が
と
れて
い
ると
と
に
な

るの
で 、
ホ
ド
は 、:
目

相
応・・
:に

ふ
さわ
しいと
との
意に
もなっ
た 。

「
羽
風さへ
そ
の
身の
ほ
ど
(
蚊ノ
体
相
応)
に
あ
ると
そい
と
に
く
け

れ
(枕
草
子・
ニ
八段・
七
Oぺ
ご

「い
ま
め
か
し
き
御
有
様の
程に
(ニ
フ
サ
ワシ
ク)
あ
く
か
れた
ま
う

て
よ
ふ
か
き
御
月め
て
に
か
うし
も
あ
け
ら
れ
た
れ
は
(源
氏
物
語・
横

笛・
一
二
八
Oぺ)」

更に 、
源
氏
物
語で
は 、
乙
の
上な
く・一
と 、
程
度の
極
限をい
うか
と

解せ
る
場
合が
ある 。

「二
条
院の
あ
は
れな
りし
ほ
との
(アハ
レ
ノ
程
度ガ
極
限ニ
マ
デ
至

ツ
タ
|↓コ
ノ
上ナ
ク
真心
ノコ
モッ
タ)
御
かへ
りは
か
き
もや
り
給は

す
(源
氏
物
語・
明
石・
四五
Oペ)」

と
れ
は 、
時
間
的に
経
過
する
時の
到
達
点・
時の
限
界をい
うホ
ドの

用

法
(
前
述
同)
が 、
程
度の
意に
転
用
さ
れた
もの
で
あ
ろ
う
か 。
平
安
時
代

に
は 、
極
稀で 、
用
法と
して
確
立して
い
た
かど
うか
疑
問で
あるが 、
中

世に
至る
と 、
ホ
ド
ノ
の
形で 、
大
幅に
使
わ
れ 、
更に
転じ
て 、
一
つ
残
ら

ず・
乙
と
ど
と
くの
意を
も
表
わ
すよ
う
に
な
る
(
後
述一
の
三) 。
中
世へ

の
過
渡
的
用
法で
は
な
か
ろ
うか 。

と
の
よ
うに 、
ホ
ドの

意
味が
多岐に
分れた
結
果 、
時
聞につ
い
て
い
う

ホ
ド

が
そ
うで
あっ
た
よ
う
に
(
前
述
ザ 、
程
度の
意の
ホ
ド
も
形
式
名
詞
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化
す
る 。

「
し
の
ひ
た
る
事
と
て
も
御
心
よ
り
お
と
り
で
あ
り
し
事な
ら
す
お
ゃ
に

て
な
き
の
ち
に
きh
給へ
り
と
も
い
と
や
さ
し
き
程
(
程
度
ノコ
ト・
コ

ト)
な
ら
ぬ
を
(
源
氏
物
語・
蛸
蛤・
一
九三
七ぺ
こ

な
お 、
形
式
名
詞
化
し
た
ホ
ド
は 、
特
に 、
ホ
ド
ヨ
リハ
の
形
で 、
接
続
助

詞
的
用
法
を
生
じ 、
・
・

割
に
は
の
意
に
な
る 。

「
鷲
は 、
さ
ば
か
り
あ
て
に'つつ
く
し
き
程
よ
り
は
(
程
度ニ
比ベ
テハ

|↓
割ニ
ハ) 、
九
重
の
う
ち
に
な
か
ぬ
ぞ
い
と
わ
ろ
き 。
(
枕
草
子・
四一

段・
九
Oぺ)」

「〔
常
陸
介
は〕
思
ひ
あ
か
り
て
い
ゑ
の
う
ち
も
き
ら
き
ら
し
く
もの
き
よ

け
に
す
み
な
し
事と
の
み
し
た
る
ほ
と
よ
り
は
(
有
様ニ
比べ
テハ

|↓
割

ニ
ハ)
あ
や
し
う
あ
ら〉
か
に
ゐ
中ひ
た
る
心
そつ
き
た
り
け
る
(
源
氏
物

語・
東
屋・
一
七
九
四ぺ
ご

「
ま
た
い
た
く
も
す
み
な
れ
た
ま
は
ぬ
租よ
り
は
(
時ノ
経
過ニ
比ベ
テ

ハ

|↓
割ニ
ハ)
け
は
ひ
を
か
し
く
し
な
し
て

す
み
な
し
た
まへ
り

(
源
氏
物
語・
初
音・
七
六
六ぺ
ご

平
安
時
代
に 、
ホ
ド

が
新
た
に
程
度の
意
を
転
生
し 、
そ
の
意
味
を
種々
に

広
げて
い
くと
と
は 、
上
述の
如
く
で
あ
る 。

一
方、
奈
良
時
代
に 、
専
ら
程
度
を
推
宣
し
て
い
う
言
葉
で
あっ
たパ
カ
リ

は 、
平
安
時
代
に
入
る
と 、
新
た
に
限
定の
意
を
生
じ 、

見
当
や
限
定の
意
を

広
げて
いっ
た
結
果 、
程
度の
意
のパ
カ
リ
は 、
勢
力
が
衰
え
て
い
く 。

す
な

わ
ち 、
パ
カ
リの

全
用
例
中 、
程
度
推
量の
意
のパ
カ
リの
占
め
る
割
合
は 、

万
葉
集
で
は
邸
%
で
あ
る
が 、
平
安
時
代の
諸
作
品
で
は 、
多
く
て
も印
%
を

注目

越
え
ず 、
mω
%
前
後
と
い
う
作
品
が
多い
の
で
あ
る 。

程
度の
意
の
ホ
ド

が 、
用
法
を
拡
大
し 、
勢
力
を
伸
し
て
い
く

背
後
に
は 、

程
度
推
量
を一不
すパ
カ
リの

表
退
化
が
あっ
た
と
見な
し
得
ょ
う 。

同
様
子・
具
合・
有
様
を
い
う
ホ
ド

徐々
に
動
い
て
い
く

時
間
を
原
義と
す
る
ホ
ド
は 、
か
げ
ろ
ふ
日
記
の
頃
に

な
る
と 、
紅
葉の
色づ
く
変
化の
様
子・
長
年の
間
に
変っ
て
い
く

人
間の
気

持
や
態
度・
次
第
に
荒
廃
す
る
邸の
有
様
な
ど 、
徐々
に
変
化
し
て
い
く

物
事

に
つ
い
て 、
変
化の
様
子・
具
合・
調
子
を
い
う
用
法
が
あ
ら
わ
れ
る 。

.，
ふ

しぐ凡

「
々日
し
も 、
時間附
ふ
り
み
ふ
ら
ず
み 、
ひ
ね
も
す
にζ
の
山い
み
じ
う

お
も
し
ろ
き
凶出
(
紅
葉ノ
色
ヅ
キ
具
合)
な
り 。
(
か
げ
ろ
ふ
日
記・
下・

二
O
四ペ)」

「
御
まへ
の
せ
む
さ
い
か
れ
か
れ
に
む
し
の
ね
もな
き
か
れで
も
み
ちの

や
う
や
う
い
ろつ
く
ほ
と
(
変
化ノ
様
子・
調
子)
ゑ
に
か
き
た
る
や
う
に

お
も
し
ろ
き
を
み
わ
た
し
て
(
源
氏
物
語・
夕
顔・
一
四
O)」

「
お
ど
ろ
か
し
て
も
く
や
し
げな
る
ほ
ど
(コ
チ
ラ
ガ
後
悔ス
ル
ト
シ
カ

おも

恩エ
ナ
イ
夫
ノ
様
子)
を
な
ん 、
い
か
な
る
に
か
と
思
ひ
け
る 。
(
か
げ
ろ

ふ
日
記・
下・
一
九
Oペ
ご

「〔
源
氏の
庇
護
が
な
く
な
れ
ば〕
い
とh
あ
れ
ま
さ
ら
む
ほ
と
(
麗
景
殿

女
御
邸ノ
有
様)
お
ほ
し
や
ら
れ
て
と
の
h
う
ちい
と
か
す
か
な
り
(
源
氏

物
語・
須
磨・
四
O
四ぺ
ご

「乙
の
わ
か
く
さ
の
お
ひ
い
て
む
凶剖
(
成
長ス
ル
デ
アロ
ウ
変
化ノ
様

子
||ψ

成
長
ブ
リ)
の
な
を
ゆ
か
し
き
を
(
源
氏
物
語・
若
紫・
一
七一

ペ)」
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こ
の
窓の
ホ
ド
は 、
人
の
動
作
につ
い
て
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り 、
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し
て
い
る
時の
様
子・0
:・

時の
有
様
を
い
い 、
広
がっ
て 、
物
事一
般
の
様

子・
有
様・
光
景・
雰
囲
気・
風
情
を
もい
う
に
至っ
た 。



類 義語の窓 味領域

つつ
し
ろ
め
た
けに
ゐ
さ
りい
り
給ふ
ほ
と
(
様
子)
けた
か
う心
に
く

き
けは
ひ
そ
ひて
み
ゆ
(
源
氏
物
語
・椎

本・一
五
八一
ぺ)」

「さ
は
か
りい
は
けな
けな
りし
けは
ひ
を
と
ま
ほ
な
ら
ね
と
も
み
し

ほ
と
(
時ノ
有
様)
を
恩ひ
や
る
もお
か
し
(
源
氏
物
語・
若
紫
・一

七
ニ

ペ)」つ亥は
風に
吹
き
ま
よ
は
さ
れて
すと
し
う
ち
ふ
く
だ
みた
る
が 、
一肩一に

か
か
れ
る
ほ
ど
(
髪ノカ
カ
リ
具
合・
様
子) 、
まこ
と
に
め
で
た
し 。
(
枕

草
子・
二
O
O
段・
二
四三ぺ
ご

「
月さ
し
い
てh
い
と
は
な
や
か
な
る
刷出(パ
ッ
ト

明ル
ク
ナッ
タ
光

景)
も
あは
れ
な
る
に
空を
う
ち
な
かめ
て
(源
氏
物
語
・

鈴
虫
・一

二
九

七ぺ)」
「
あ
め
は
や
みて
かせ
の
た
けに
な
る
ほ
と
(
音/
風
情)
は
な
や
か
に

さ
しい
て
た
る
月か
け
お
か
し
きよ
の
さ
ま
もしめ
や
か
な
る
に
人
/\
は

と
ま
や
か
な
る
御
もの
か
た
りに
か
しζ
ま
りを
きて
け
ち
か
く
も
さふ
ら

は
す
(源
氏
物
語
・

胡
蝶・
七
九七ぺ)」

間
接
続
助
詞
||

原
因の
意
及び
逆接
||の

ホ
ドニ
と
ホ
ド

ホ
ド

が
助
詞ニ
を
伴っ
て 、
ホ
ドニ

の
形で 、
時が
経
過
する
う
ち
に
を
意

味
す
る
例は 、
すで
に
奈
良
時
代か
ら
表
わ
れて
い
る 。
前
述一
の一
で
引
用

し
た
万
葉
集の
三
例と
も
「保
万
爾」
「
程
繭」
の
形で
ある 。
こ
の
場
合 、

ホ
ト
は
時の
経
過の
意を一示
す
名
詞で
あ
り 、
ニ
は
時の一
点
を
指
示
する
助

詞で
あ
る 。
とζ
ろ
が 、
ニ
が
理
由を
示
す
接
続
助
詞と
して
用い
ら
れ
る
よ

う
に
な
り 、
一
方 、
ホ
ド
も 、
意
味
領
域が
広がっ
て 、
時
間Kつ
い
て
い
う

ば
か
りで
な
く 、
程
度や
様
子を
も
意
味
する
よ
うに
な
る
と 、
ホ
ドニ
は 、

時を
過
すの
で・
白
目

程
度なの
で・
有様
なの
で
な
ど
の
副
助
詞
的と
で
も

い
うべ
き
意を
生
じ
る 。
そ
して 、
か
げろふ
日
記の
頃
か
ら 、
ホ
ドニ
は 、

時を
過
すの
で・
時なの
で
など
の
意と
も 、
:・

の
で・
:・:

故
と
単な
る

理
由
・

原
因の
意と
も 、
ど
ち
らと
もと
れる
用
例が
見
ら
れ 、
さ
らに
進ん

で 、
理
由
・

原
因を
示
す一
つ
の
接
続
助
詞と
して
使わ
れる
よ
うに
なっ
て

行
く 。かぜ

IBIll---

「風は
や
きほ
ど
に
(
男
子
時ナノ
デ
↓風ガ

荒イノ
デ) 、

空

ゑ

き
あ
げ
ら
れつ
L
たて
る
さ
ま 、
絵に
か
き
た
る
や
うな
り 。
(か
げ
ろ
ふ

日
記
・

下・
二
二
二ペ)」

「あ
は
れ
な
りつ
る
夜の
気
色
もか
くの
みい
ふ
ほ
ど
に
や
(コ
ン
ナコ

トパ
カ
リ

言ッ
テ 、
時
ヲ
過ス
カ
ラ
ダロ
ウカ
|↓コ
ン
ナコ
トパ
カ
リ

言

ウ
カ
ラ 、ダロ
ウ
カ)
たの
もし
き
人
もな
き
な
め
りか
し
と
心
ぐ
る
し
くお

ぼ
して
(
和
泉
式
部日
記・
四一
ぺ)」

「あ
や
し
くて
い
き
返
ける
程に
(
有様ナノ
デ
|↓故)
よ
ろつ
のζ

と
夢の
世に
た
と
ら
れて
(
源
氏
物
語・
手習・
二
O一
Oぺ)」

「
我
れ
は
と 、
く
すし
く 、
口
も
ち 、
けし
きこ
とど
と
し
くな
りぬ
る

ょうも

Mmど

人
は 、
た
ち
ゐ
につ
けて 、
わ
れ
用意せ
らるh
程に
(ノ
デて
そ
の
人

に
は
目
と
ど
ま
る 。
(
紫
式
部日
記・
六
八ペ
こ

と
れ
らの
ホ
ドニ
の
場
合 、
理
由・
原
因の
意は 、
本
来一一
に
あっ
た
と
考

え
ら
れ
る
が 、
源
氏
物
語な
ど
で
は 、
ニ
を
伴わ
ずホ
ド

だ
けで 、
理
由・
原

因をい
うよ
うに
な
る 。
ζ
れは 、
ホ
ドニ

のニ
を
省い
た
形と
見るべ
きで

ろ
う 。「さ

る
は
い
と
い
た
く
世を
はh
か
りまめ
た
ち
給
ける
ほ
と
(ノ
デ)

な
よ
ひ
か
に
を
か
し
きと
と
は
な
くて
か
たのh
少将に
は
わ
らは
れ
給
け

注ロ

む
か
し
(
源
氏
物
語・
帯
木
・三

五ベ)」

「お
ほい
殿の
〔
春
宮の〕
御
前に
さ
ふ
らはせ
給へ
は
たh
い
ま
は
え

なん
申
さふ
らはぬ
と
き乙
え
き
する
ほ
と
(ノ
デ 、
待ッ
テ
イル
間)
み
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ま
は
させ
給にh
はの
草
もい
と
ふ
か
く
殿
上の
あ
りさ
ま
も
東
宮の
お
は

し
ま
すと
は
見え
す
あ
き
ま
し
うか
た
し
けな
けな
り
(
大
鏡・
師
安
・七

一一ペ)」
ホ
ドニ
は 、
こ
の
よ
うに 、
理
由・
原
因をい
う一
方 、
ホ
ドニ

が-つ
ける

前
項で
当
然
予
想
さ
れ
る
事
態と
逆の
事態が 、
ホ
ドニ
の
後
項で
あ
ら
わ
れ

る
場
合が
あ
る 。
つ
ま
り 、
・
・

ノニ・
・
・ノ

ダ
ガ・
・
トコ
ロ
ガの
窓

に
な
る 。
ζ
れ
は
?
こ
とい
う
助
詞に
もと
もと
順
接・
逆践の
両
用が
あ

る
の
で 、
そ
れがと
と
に
も
現
わ
れた
もの
と
見
ら
れ 、
ユ
ヱ
が
理
由・
原
因

注日

をい
う
反
面で 、
:'

ノニ
の
窓を
表
わ
すの
と 、
相
似た
現
象で
ある 。

「
御ふ
み
や
あ
らん
と
思ふ
ほ
ど
に
(
息ッ
テ
イル
ノ
三
さ
も
あ
らぬ

を
心
う
し
と
お
も
ふ
ほ
ど
(
自
分ノ
気
持ノ
変
化)
も
す
き
ず
き
し
ゃ 。

(
和
泉
式
部日
記
・七ぺ)」

「乙
の
内
大
臣
殿を
関
白
殿と
て
よ
の
人
あ
つ
ま
り
ま
い
り
し
凶日
凶

(ノ
ダ
ガ・
トコ
ロ
ガ)
〔関
白の
地
位
は〕
粟
田
殿
に
わ
た
り
に
し
か
は

(
大
鏡・
道
隆
・一

四
七ベ)」

な
お 、
ホ
ド
の
接
続
助
詞
的
用
法と
し
て
は 、
「
時を
過し
た
その
果て・

Qd

 

あ
げ
く」
をい
うホ
ド

(
前述3)
と 、
ホ
ドヨ
リハ
の
形で 、
「
割に
は」と

nr

 

訳せ
る
場
合
(
前述
パ)
も
ある 。

以
上 、
平
安
時
代の
和
文
資料に
お
けるホ
ド

を 、
時
間・
空
間・
程
度
・

様
子・
原
因の
五つ
の
意
義に
大
別
し 、
ホ
ド
の
用
法の
展
開を
述べ
た
次
第

で
あ
る 。

の

中
世
の
ホ
ド

の
行
く
え

奈
良・
平
安
両
時
代を
通
じて 、
ホ
ド
の
主
流を
占め
て
い
た
時
間につ
い

て
い
うホ
ド
は 、
中世に
入る
と
急
速に
表えて
い
く 。
即
ち 、
ホ
ドの

会
用

例
中 、
時
間の
意の
ホ
ドの
占め
る
割
合は 、
平
安
時
代に
はω
%を
上
回っ

て
い
たの
に
対し 、
方
丈記で
は四
%・
平
家
物
語で
はU
%・
下っ
て
伊
曽

保
物
語で
は却
%と
低
くな
る
(
表I) 。

乙
れ
は 、
前代の
和
文に
代っ
て 、
中
世で
は 、
和
漢
混
交文が
支
配
的に

なっ
たの
に
伴っ
て 、
平
安
時
代の
和
文か
ら
姿を
消して
い
たアヒ
ダが 、

時を
示
す
言
葉
と
して一丹び
衣
場し 、
ホ
ドの

意
味
領
域を
侵して
い
くζ
と

と
関
連
し
た
現
象で
あ
ろ
う 。

と
の
期の 、
時
間につ
い
て
い
うホ
ド
は 、
前代の
用
法を
引
き
継い
で 、

時の
経
過
・

時
点・
途
中な
ど
をい
う 。
新しい
用
法と
して
は 、
程コ
ソ
ア

リケレ・
程コ
ソ
アレ
な
ど
の
形で 、
・

する
や
い
な
や・:::
する
と
た

ん
に
と 、
時
点を
強
調
するい
い
方ゃ 、
連
体
形ホ
ド

(ニ
テ・
デ)
ハ
な
ど

の
形で 、
話
題の
転
換を
示
すよ
うに
もなっ
た 。

そか〈

「
祇王
ま
い
る
程で
は
(
以
上ハ)
と
もか
う
も
入
道政の
仰をば
背ま

じと
お
もひ
け
れば
(
平
家
物
語・
巻一
・一

O二ぺ)」

時
間
につ
い
て
い
うホ
ド

が
衰えて
い
く反

面で 、
程
度の
窓の
ホ
ド
は 、

前代に
引
き
続き
更に
用
法を
広
げ 、
室
町
末
期まで
に
は 、
ホ
ドの

主
流を

占め
る
よ
うに
な
る 。
即ち 、
ホ
ドの

全
用
例
中で
程
度の
窓の
占
め
る
割
合

は 、
方
丈
記で
はお
%・
平
家
物語
で
は4
% 、
下っ
て
伊
円
保
物
語で
は臼

%と
次
第に
高
く
な
る
(
表I) 。
ま
た 、
日
葡
辞
書やロ
ド
リ
ゲス
の
日
本

大
文
典は 、
ホ
ドの
中心
的な
意
味は
程
度で
ある
旨 、
説
明して
い
る 。

乙
の
期の 、
程
度の
窓の
ホ
ドの

顕
著な
用
法と
して 、
経
過
する
時の
到

達
点
・

時の
限
界をい
うホ
ド

(
前述
同)
か
ら
転じ
て 、
:・

ま
で
至っ

た・
乙
の
上
な
く:
と 、
物
事の
程
度が
進
行して
甚だ
し
く
な
っ
た
と

と 、
程
度が
極
限に
まで
至っ
た乙
と
をい
う
用
法が
大
幅に
表
わ
れる 。
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だいじ

をよび

御
大
事に
及
候
うへ
は

類 義語の窓味領域

「こ
れほ
ど
の
(
事コ
コ
マ
デニ
至ッ
タ)

家
物
語
・

巻
四
・三

ニ
Oぺ)」

「と
ぷ
烏
も
祈お
と
す
程の(
力ヲ
持ッニ
至ッ
タ
llvコ
ノ
上ナ
クス
グ

げんじゃ

レ
タ)
ゃ
い
ば
の
験
者と
ぞ
きこ
え
し
(
平
家
物
語
・

巻五・
三
五
六ぺ
ご

乙
の
意の
ホ
ド
は 、
更に
転じて 、
数
量
を
対
象と
し
て 、
数
量の
極
限

|↓一
つ
残
ら
ず
み
な・
と
と
ど
と
くの

意に
な
り 、
ま
た 、
範
囲を
対
象と

して 、
範
囲の
極
限
|↓
限
界
を
もい
うに
至っ
た 。

ゃ

1a

「
矢
だ
ね
の
ある
程
(ア
リッ
タケ)
ゐつ
くして

(
平
家
物語・
巻
九・

二
二
三ぺ)」

「
見
る
べ
き
程
(コ
トゴ
ト
ク)
の
事は
見つ
(
平
家
物語・
巻
十一
­

三
四二ぺ
ご

ぐが
こま
あし

J、ttJ33

うみ

11

「
陸は
駒の
足
の
お
よ
ば
ん
を
か
ぎ
り 、
海は
ろ
か
い
の
とづ
か
ん
程

(
範
囲マ
デ
|↓カ
ギ
リ)

せ
め
て
ゆ
く
べ
し 。
(
平
家
物
語・
巻
十一
・

三
O二ぺ)」

「丹市ロo
g
uBrrnESEロ0
5
3rE
F
E
ロ白
(uq
苅『
〉)
nyロσ2

HDH白
色Z
ESRE
EH
(
伊
曽保
物語
・制
5)」

一
方 、
他の
もの
を
例
示して 、
そ
の
例
示
さ
れた
もの
と
同じ
程
度で
あ

ると
と
をい
うホ
ド

(
前
述
ピ
か
ら
広がっ
て 、
特に 、
非
現
実の
事
柄を

例
示
し
て 、
・
・

そ
うな
く
らい
と
推
量
をい
う
場
合
も
表
わ
れた 。

はし

ひ

ほど

「
橋の
うへ
の
い
く
さ 、
火い
づ
る
程
(ソ
ウ
ナ
ク
ラ
イ)
ぞ
た〉
かい

ける 。
(
平
家
物
語・
巻
四・一二一
一
ぺ)」

更に 、
ホ
ド
は 、
程
度の
進
行
状
況
を
もい
うよ
うに
な
り 、
時が
経つ
に

つ
れて
い
よ
い
よ
ま
す
ま
す
|↓
ある
動作が
進む
につ
れて
い
よ
い
よ
ま
す

ま
すの
意
に
も
なっ
た 。

ωり

あが

「
気の
上る
病
あ
り
て 、
年の
や
うや
うた
くる
ほ
ど
に
(
年
令ガ一回同マ

(
平

ルニ
ツ
レ
テ
イヨ
イヨマ
スマ
ス)
鼻の
中ふ
た
が
りて
(徒
然
草・
四二

段・
三
七ペ)」

「
道を
歩く
間草
臥る
る
(ロ
ド
リ
ゲス
・日

本
大
文
典・
四五二ぺ)」

と
の
よ
う
に 、
程
度の
窓の
ホ
ド

が 、
その
用
法を
広
げ 、
遂に
は 、
程
度

の
意が
ホ
ド
の
主
流
を
な
すに
至っ
た
裏面に
は 、
類義
語で
ある
程
度
推
量

を
示
すパ
カ
リが 、
前代か
らの
衰
退
を一
層
進め
て
いっ
た
とい
う
事
状が

あ
る 。
即
ち 、
パ
カ
リの

全
用
例の
中で 、
程
度
推
量の
窓が
占
め
る
割
合

は 、
古
今
著
間
集で
は凶
%・
平
家
物語で
はげ
%と 、
平
安
時代よ
り
更に

いヤ』aA噌

低
く
な加 、
室
町
末
期の
日
葡
辞
書やロ
ド
リ
ゲスの
日
本大
文
典の
説
明で

は 、
パ
カ
リの

項に
は
限
定と
見
当の
意の
みが
あ
り 、
程
度推
量の
意は
表

わ
れない
の
で
ある 。
ま
た 、
時
間につ
い
て
い
うホ
ドが 、
アヒ
ダの
影
響

を
う
けて
衰
えて
いっ
たと
と
も 、
程
度の
窓の
ホ
ドの

進
出と
相
関々
係に

ある
現
象で
あ
ろ
う 。
ζ
ζ
に 、
ホ
ド
とパ
カ
リと
アヒ
ダ
と
をめ
ぐ
る
意
味

領
域の
交
渉が
う
か
が
えるの
で
ある 。

もと
よ
り 、
少
数の
中
世
資
料に
基づ
い
て 、
中
世の
ホ
ド
の
行
くえ

全
般

につ
い
て
は
論じ
得べ
く
も
な
い
が 、
調
査
した
範
関
内で
は 、
大
局
的に

は 、
以
上の
よ
うに
考
えるの
で
ある 。

奈
良
時
代
の
ホ
ト

の
類
義
語

ホ
ド
とい
う
言
葉の 、
上
代か
ら
室
町
末
期に
わ
た
る
史
的
変遷は 、
お
お

む
ね
先に
述べ
た
通
りで
あ
る 。
その
考
察の
途上で 、
ホ
ド
の
類
義
語は 、

適
宜と
り
あ
げ 、
ホ
ド
との
関
係を
論じた 。
し
か
し 、
奈
良
時
代の
類
義
語

につ
い
て
は 、
論
述の
便
宜
上ふ
れない
で
き
た 。

だ
い
たい 、
奈
良
時
代の
類
義
語
と
し
て
は 、
アヒ
ダ・
7・
コ
ロ・
ト
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キ・
ト
な
ど
が
ある 。
中で
も
問
題の
あるの
は
アヒ
ダで
あ
ろ
う 。

注目

アヒ
ダの
語
源につ
い
て
は
諸説が
あ
り 、
末だ
決し
難い
の
で 、
今は
語

源
か
らの
説
明をせ
ず 、
専
ら
用
例
か
らそ
の
窓
味を
帰
納し
たい 。

上
代の
仮
名
書の
例か
ら
帰
納で
き
るζ
と
は 、
アヒ
ダ
は 、
あ
る
動
き
が

時
間
的に
連
続して
行な
わ
れて
お
り 、
ま
た 、
連
続して
行な
わ
れる
は
ず

で
あ
る
が 、
そ
れ
が 、
ちょっ
と
途
断
えて 、
ま
た
同じ
勤
き
が
続い
て
い

く
その
途
断
え
た
時を
指
すこ
と
が
多い
と
い
うζ
と
で
ある 。

「
飛
鳥
川
被
ひ
つ
つ
行
く
水の
阿
比
郷
(
途
断エ
ル
時
・休ム

マ)
も
無

く
も
思ほ
ゆ
る
か
も
(
斎
明
紀・
四
年五
月)」

「
径公
烏
安比
太
(
途
断エ
ル
時・
休ム
マ)
し
ま
し
白
け
汝が
鳴
けば

日ロが
酔ふ乙
乙
ろい
た
も
為
方な
し
(
万
葉
集-
f日八五)」

つ〈た

ll1111

「
小
筑
波の
航
ろ
に
月
立
し
安比
太
夜
(
辺ッ
テ
イ
ク
ノ
ガ
途
断エ
テ
イ

ル
夜
|↓

逢エ
ナ
イ
夜)
は
多な
り
の
を
ま
た
寝て
む
か
も
(
万
葉
集・

信一九五)」

乙
の
途
断
え
た
時と
は 、
全
体の
中か
らその
途
断
え
た
部
分だ
け
を
と
り

出
すと 、
そ
の
と
り
出
さ
れ
た
部
分だ
け
他と
異な
る
状
態が
続い
て
い
る乙

と
に
な
る
の
で 、
時の
持
続・
期
間・
・

中
ず
う
ー

との
意に
転じ
て
い

く 。
そ
の
場
合 、
い
き
な
り 、
単な
る
時の
持
続・
期
間の
芯に
な
るの
で
は

ない
ら
しい 。
仮
名
書の
例で
は 、
「
時の
持
続」
と
い
う
「
時」
に
は 、
毎

日
連
続して
い
る
業
務の
途
断
え
た
時
|↓

休日
と
か 、
注
意の
集
中の
途
断

え
た
時
|↓
思い
が
けない
時な
ど 、
何
ら
かの
怠
味で
「
途
断
え
た
時」
と

い
う
色
彩が
な
お
波
厚で
あ
り 、
単な
る
時の
持
続
・

期
間で
は
な
く 、
途
断

え
た
時の
持
続・
途
断えの
期
間を
い
う 。
と
う
い
う
用
法を
経て 、
や
が

て 、
単な
る
時の
持
続・
期
間
をい
うに
亙
るの
で
あ
ろ
う 。
こ
の
よ
うに
見

る
と 、
アヒ
ダ
は 、
「
合ヒ
ダ」
で
あ
り 、
双
方に
或
る
物が
存
在
して
い
て 、

そ
の
中
間に
な
る
と乙
ろ 、
そ乙
は 、
その
物が
欠
けて
い
る
とい
う
意
味
だ

っ
たの
で
は
ない
か
と
考え
ら
れる 。

「
梅の
花折
りて
か
ざ
せ
る
諸人
は
今日の
阿比
太
(
今日
ト
イ
ウ
休日

中)
は
楽し
く
あるべ
し
(
万
葉
集・
臥一一一一一
こ

「
白
波の
許せ
くる

玉
蕊
世の
安比
太
(休日
中)
も
続
ぎ
て
見に
来む

清
き
浜
傍を
(
万
葉
集・
ι抗九四)」

乙
の
二
首は 、
前
者は
梅
花の
宴で
の
後
者は
布
勢の
水
海に
遊
覧の
折の

作
歌で
ある 。
即
ち 、
毎日
連
続して
い
る
業
務の
途
断
え
た
時 、
業
務か
ら

解
放
さ
れて
い
る
時の
歌で
ある 。
二
首の
アヒ
ダ
は 、
従
来 、
期
間の
意と

注凶

解
さ
れて
い
る
よ
うで
ある
が 、
途
断
え
た
時とい
う
意
識は
か
な
り
濃
厚な

の
で
あっ
て 、
毎日
連
続して
い
る
業
務の
途
断
え
た
期間
中
llv休日
中を

い
うと
みるこ
と
が
で
きよ
う 。

「
息だ
に
も
い
まだ
休め
ず
年
月もい
まだ
あ
らね
ば
心
ゆ
も
思はぬ
阿

出附
(
注意ノ
集
中ノ
途
断エ
テ
イル
期間
|↓
思
イ
ガ
ケ
ナ
イ
ウ
チ)
余

〔
安が〕
うち
燐き
恥しぬ
れ
(
万
葉
集・
計九四)」

「さ
並べ
る
剛山
は
無けむ
と
情に
は
思ひ
誇りて
笑ひつ
つ
波る
安比
太

(ソ
ウ
ナロ
ウ
卜ハ

夢ニ
モ
恩ハ
ナ
イデ
イル
ウチ)
Am'・・
雲
隠り
刷用
り

去に
き
と
帰
り
来て
阪
が
告ぐ
れ
(
万
葉
集・
摂山一一)」

乙
の
二
例はアヒ
ダニ
の
形で
あ
り 、
意
味の
上で
は 、
一
見 、
ホトニ
と
紛

ら
わ
しい 。

&F
L

ili--

「
育
波に
袖
さへ
叩
れて
漕ぐ
船の
伐刺振る
保
刀Amさ
夜
更けな
む
か

万
葉
集・
週三一ニ)」

ホ
ト
は 、
時の
経
過の
窓で 、
乙
乙
で
は
品柄拘を
振っ
て
時が
過
ぎてい
く

う
ち
をい
う
(
前述一
の
こ 。
アヒ
タ
は 、
途
断
え
た
時
|↓

途
断
えの
期

間の
志で 、
乙
乙
で
は
注意の
集
中の
途
断
え
た
時
|↓

思い
もか
けない
う
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ち
をい
う 。
乙
乙
に 、
ζ
の
場
合の
ホ
ト
と
アヒ
ダ
との
微
妙な
差
異が
ある

と
い
え
よ
う 。

更
に 、
アヒ
ダ
は 、
時
聞
か
ら
空
間に
広がっ
て 、
途
断えた
時の
意
か
ら

抜
けて
い
る
部
分の
怠
に 、
時の
持
続・
期
間の
怠か
ら
道
の
途
中
ず
う!

と
・

距
離を
もい
う
よ
う
に
な
る 。

「
白玉の
間(
抜ケ
テ
イル
部
分)
開けつつ
貫け
る
絡
も
(
万
葉集・

有国八)」

「
己
萎を
他の
里
に
置き
お
ぼ
ぽ
し
く

見
つ
っ
そ
来ぬ
る
此の
道の
安比

剥
(
途
中ズ
ウ
l
ト
|

万
葉集
・
起七一

ご

以
上 、
奈
良
時
代の
アヒ
ダの
意
味を 、
仮
名
書の
例に
重
点
を
おい
て
分

析
し
た 。
そ
の
結
果をホ
ト
と
比
較して
分かる乙
と
は 、
奈
良
時
代に
は 、

ホ
ト
は 、
時の
経
過
をい
い 、
道を
行
く
時の
経
過
|↓
道の
り・
距
離の
意

を
派
生
し
た
以
外は
窓
義が
分
化し
て
い
ない
(
前
述一
の
こ
の
に
対し 、

アヒ
ダ
は 、
途
断
えて
い
る
とい
う
意
識
を
強
く

持
ち
な
が
ら 、
すで
に
意
義

が
多
様
化し
て
い
る
とい
うと
と
で
あ
る 。

類義語の窓味 領 域

「
間」
とい
う
字の
今一
つ
の
訓で
ある?
につ
い
て一
言して
お
く 。

マ
は 、
当
然
あるべ
き
間
隔
をい
うの
が
原
義で
あ
ろ
う 。
時
間・
空
間の

双
方にい
う 。
波
制・
梶ノ
音ノ
麻な
ど 、
連
続し
た
動
きの
中に
あ
る
息の

つ
ぎ
目
と
で
もい
うべ
き 、
な
け
れば
な
らない
休
止・
当
然
あるべ
き
と
ぎ

れ
目
(
時
間
的)
と
か 、
木の
葬
・

雲
間な
ど 、
立
ち
並ん
だ
り 、
ひ
ろがっ

た
り
し
て
い
る
同
質の
もの
の
中
に 、
当
然
あ
るべ
き
もの 、
な
け
れば
な
ら

な
い
もの
と
し
て 、
配
置
さ
れた
空
間・
と
ぎ
れ
目
(空
間
的)・
す
き
ま
を

注げ

い
う 。
余
分な
間
隔で
はな
く 、

全
体の一
部
をな
す 。

「
淡
路
島
門
渡る
船の
揖麻に
も
わ
れは
忘
れ
ず
家を
し
そ
恩
ふ
(
万
葉

集・
訣九四)」

偽~が~

e1l1』'

愈合ι

「
楯並め
て
伊
那瑳の
山の
木の
1葬#ゆ
もい
行き
脆
らひ
戦へ
ば

即
位
前
紀.
戊午年十一
月)」

時
聞につ
い
て
い
うマ
は 、
広がっ
て 、・:
・

まで
に
必
要な
時の
経
過・

当
然
経
過
する
時
間・
止
む
をえ
ずその
ま
ま
過
す
時
間な
ど 、
時の
経
過
を

い
うよ
うに
な
る 。
ホ
ト
に
接
近
する
わ
けで
ある
が 、
ホ
ト

が
徐々
に
動い

て
い
く
時
間・
時の
経
過をい
うの
に
対し 、
マ
は
ある
物
事に
とっ
て
な
く

て
はな
らない
当
然
あるべ
き
時の
経
過をい
う
点で 、
ホ
ト
と
相
迷
する 。

「♀古夢F
に
見
て
衣
を
取
り
着
装ふ
間
(
仕
度ヲス
ル
ノニ
、必必要ナ
時
悶ガ
経

ツ
ウチ)
に
妹が
佼そ
先に
来に
ける
(
万
葉
集.
f宅主一二〉一一

「
夕閤
は
路たづ
たづ
し
月
待
ちて
行か
せ
わ
が
背
子その
間
(
月カ
上

ル
7
デニ
当
然
経
過ス
ル
時
悶)
に
も
見む
(
万
葉集.
此(O〉九J)

ご
」

と
れ
は 、
必
要で
ある
が
故
に
経
過
する
と
も意
識
さ
れない
場
合が
ある

と
乙
ろ
か
ら 、
イツノ
麻な
ど 、
一
瞬と
し
か
思えない 、
気のつ
かない
よ

うな
時の
経
過を
もい
うよ
う
に
なっ
た 。

「
捲の
腸か
黒
き
髪に
何
時の
麻
か
霜の
降
り
けむ

(
神
武

(
万
葉集・
臥0
3」

ちな
み
に 、
コ
ロ
は 、
時につ
い
て
の
み
伎わ
れ 、
ある
特定の
時を
中心

に 、
そ
の
前
後を
含め
た一
述の
時
間をい
う 。
本
来 、
季
節な
ど
自
然の
移

り
変
りを
中
心
に
展
開
する
時
間をいっ
たの
で
は
ある
まい
か
(
平
安
時
代

に
も 、
時につ
い
て
だ
け
佼わ
れ 、
除目ノコ
ロ・
祭ノコ
ロ
な
ど 、
季
節と

結びつ
い
た
人
事に
関
係の
深い
時をい
うζ
と
が
多い) 。

「
桜の
花の
散
れる
r
r
か
も
(
万
葉集・
ト四五九)」

「
秋
萩を
散
ら
す
長
雨の
降る
出
は
(
万
葉集・
仁一一六一一)」
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ホ
ト

を
取
り
巻
く
類
義
語
||アヒ

ダ・
7
・コ
ロ
は 、
奈
良
時
代に
は 、

上
述の
如
き
意
義
上の
差
異を
原
則
と
し
て
保
ちな
が
ら 、
意
味
領
域を
接
し

合っ
て
共
存してい
たの
で
あ
る 。

補
記
平
安
時
代の
アヒ
ダと7
の
用
法二
三

平
安
時
代に
入
る
と 、
アヒ
ダ
は
専
ら
訓
読
語
と
して
使
わ
れ
る
よ
うに
な

り 、
和
文に
は
殆ど
表
わ
れ
ない
よ
う
に
な
る
(
前途
同) 。
た
だ 、
平
安
中

期
頃か
ら 、
新た
に 、
もの
と
もの
との
つ
な
が
り 、
関
係をい
う
用
法が
表

わ
れて
く
る 。
乙
れ
は 、
途
断
え
た
時
(
前述
山)
と
は 、
途
中に
断
絶が
あ

る
の
で 、
連
続してい
るべ
き
もの
栂互の
関
係が 、
はっ
き
りし
ない
状
態

に
あ
る
時をい
う
とζ
ろか
ら 、
転
生
し
た
もの
で 、
二
つ
の
もの
と
もの
と

注目印

の
不
明
瞭な
続
き
具
合・
結びつ
き
方・
関
係をい
う 。

「
宮の
あひ
たの
事
(
中
宮ト
東
宮ト
ノ
結
束
具
合ガ)
お
ほ
つ
か
な
く

な
り
侍に
け
れ
は
(
源
氏
物語・
賢木・
三
六
Oぺ
こ

ま
た 、
逆に 、
あ
る一
つ
の
もの
が 、
ど
れ
に
ど
うつ
な
が
るの
か
判
然と

し
ない
場
合に 、
そ
れ
らの
う
ちの
ど
れ
かの
窓に 、
更に 、
三つ
以
上の
も

の
につ
い
て 、
ど
れ
か
判
然と
し
ない
が
そ
の
う
ちの一
つ・
その
範
囲
内の

注凶

窓
に
もなっ
た 。

ゐひど

「
九
品
蓮
台
の
聞
に
は
(
ド
レ
カ
分
カ
ラ
ナ
イ
ガ
九
ツ
ノ
ウ
チ
ノ
ド
レ
カ

デ
ア
レ

パ) 、
下
品
と
い
ふ
と
も
(
枕
草
子・
一
O一
段・
一
五
六ぺ)」

一
方 、
7
は 、
平
安
中
期に
は 、
特に 、
柱の7
を
い
う
乙
と
が
多
く
な

り 、
広がっ
て 、
柱に
よっ
て
区
切
ら
れた
部屋
と
か 、
界
風や
九
帳で
図っ

た
室
を
もい
うよ
う
に
なっ
た 。

7
が 、
部
屋・
室の
意
を
派
生
す
る
過
程
は 、
意
味の
転
生・
派
生の
し
か

た
と
し
て 、
ホ
ド

が
程
度や
様
子の
意に 、
アヒ
ダが
もの
と
もの
とのつ
な

が
り
具
合の
怠に
意
味
領
域を
広
げてい
く

過
程
と
は
質を乙
と
に
する 。
ホ

ド
や
アヒ
ダの
場
合は 、
語の
対
象が
広がっ
て 、
従
来と
は
異
質の
もの
を

対
象と
する
乙
と
に
よ
り 、
語の
意
味が
広が
る
とい
う
広が
り
方で
ある 。

し
か
し 、
7
の
場
合は 、
対
象が
広が
るの
で
は
な
く 、

対
象が
柱とい
う
特

定の
もの
に
固
定し
た
と乙
ろか
ら 、
生
じ
た
もの
で
ある 。
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注
1

用
例
の
調
査
は
次
の
も
の
に
よ
っ
た。
索
引
の
あ
る
も
の
は
そ
れ
を
用

、
，】。
'uv
ふふ古

事
記
(古
事
記
大成) 、
日
本
書
紀
(日
本
書紀
歌謡
及び
訓
注
詩
梁
総

会一
引・
大
野
晋
「
上
代
仮
名
泣
の
研
究」
所
収
並
び
に
日
本
書
紀
総
索
引) 、

風
土
記
(日
本
古
典
文
学大系) 、
祝
詞
(日
本
古
典
文
学
大
系) 、
続日
本
紀

白口一
命
(岩
波文
庫) 、
仏足
石
歌
(日
本
古
典文
学
大
系) 、
万葉
集
(万葉
集

大
成
総
索引) 、
日
本
金
具
記
(日
本
古
典文
学大
系) 、
土
左日
記
(宝
文

館) 、
古
今
和
歌
集
(日
本
古
典
文
学
大
系) 、
竹
取
物
語
(
竹
取
物
語
総
索

引) 、
伊
勢
物
語
(
伊
勢
物
語
に
就
き
て
の
研
究) 、
か
げ
ろ
ふ
日
記
(
か
げ
ろ

ふ
日
記
総
索
引) 、
和
泉式
部日
記
(和
泉式
部日
記
総
索引) 、
枕
草
子
(日

本
古
典文
学
大
系) 、
源
氏物
語
(源
氏物
語大
成) 、
紫式
部日
記
(紫式
部

日
記
用
語
索
引・
岩
波文
既) 、
更
級日
記
(
更
級日
記
総索引) 、
大
鏡
(大

銭の
研究) 、
方
丈
記
(方丈記
総
索引) 、
平
家
物
語
(日
本
古
典文
学
大

系) 、
徒
然
草
(徒
然
草総
安引) 、
謡
曲
(日
本
古
典文
学大
系) 、
取
…翠
僻

伊
曽
保
物
語
(京
大) 。

な
お 、
ホ
ド
・

マ
・

キハ
の
各
諮
に
つ
い
て
は、
簡
単
な
解
説
を
執
筆
し
た

と
と
が
あ
る
(
解
釈
と
鑑
賞
三
七
年一
一
月) 。

ホ
卜

が
ホ
ド
と
濁
音
化
し
た
時
期
や
理
由
は
詳
ら
か
で
な
い
が、
「
平

2 



注7 源 氏 物 語の程度 の 怠 の ホ ド の 表 わ れ 方

制判
回相
蛍
M問
Q
惚
岬棚
田制

程皮の 怠 程度 の 窓 程度 の 窓 程皮の 窓
巻 名

用問 1 % 
巻 名 巻 名

用例数 1 %
巻 名

用例数 1 % 用例数 % 

桐 王E 7 (30.4) 有干 木 17 (38.6) 若菜上 35 (35.0) 匂 宮 4 (36.4) 
若 紫 25 (44.7) 空 郷 31(75.0) 若菜下 26 (31. 3) 紅 梅 3 (33.3) 

第 紅葉賀 11 (39.3) 第 夕 顔 81(17.4) 第 柏 木 15 (44.1) 第 竹 河 16 (55.2) 
一 花 宴 末摘花 17 (43.6) 横 笛 12 (54.6) 橋 姫 21 (38.9) 
部 葵 11 (19目3) 部 蓬 生 5 1(22.7) 部 鈴 虫 3 (27.3) 部 椎 本 8 (19.5) 
紫

賢 木 13 (26.0) 玉 関 屋 タ 霧 14 (24.5) 総 角 22 (28.2) 
上 花散里 婁 玉 愛 4 1(13.8) 御 法 7 1(29.2) 早 版 1 I( 6.3) 
系 須 磨 9 1(20.5) 系 初 音 6 1 (37.5) 幻 9 1(36.0) 宿 木 36 (36.7) ) 

明 石 15 (35.7) ) 胡 j;'jl 10 (62.5) 東 屋 20 (32.8) 
F客 様 15 (51. 7) 後 5 1(38.5) 浮 舟 18 (29.5) 
絵 合 6 1(40.0) 常 夏 10 (50.0) 事1j 始 14 (33.3) 
松 風 10 (38.5) 型車 火 3 1(60.0) 手 習 8 1(17.7) 
簿 雲 12 (42.9) 野 分 2 1(11. 8) �・浮橋 3 1(18.8) 
朝 顔 11 (50.0) 行 幸 10 (62.5) 
乙 女 28 (58.3) 藤 袴 6 1(50.0) 
梅 枝 4 1(25.0) 真木柱 7 1 (23.3) 
藤哀葉 11 (31. 4) 
小 計 1 188 1 (35. 3) 小 計 1 113 1 (33. 9) 

第 一 部 合 計 1 301 1 問8) 第 二 部 合 計 1 121 ド34.0) 第三部合計 1 174 1(31. 0) 
総 計 |附(33.4)

c、司



安
時
代
に
入っ
て
か
ら
濁血固
化
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
(
万
葉
集
一・
日
本
古

典
文
学
大
系・
補
注
四
六
O)」
と
い
う 。

3

下
二
段
に
活
用
す
る
認
の
語
根
(
80門)
は、
ア
列車日
終
止
で
あ
る
と

い
う 。
ま
た、
日
本
語
に
は
古
く 、
a

||o
の
交
替
に
よ
る
造
語
法
が
あっ

た
と
い
う
(
大
野
管・
万
葉
時
代
の
音
韻) 。
乙
の
二
つ
の
事
項
を
念
頭
に
お

い
て 、
下
二
段
活
用
の
語
を
み
る
と 、
例
え
ば 、
ア
グ
〔
上〕
(
下一
一)・
ア
ガ

ル
(
四
段・
田
宮1
2)

||
オ
ゴ
ル
〔
否〕
(
四
段・
0伺01
2)
の
よ
う
な
場
合

が
あ
る 。
乙
の、
ア
ガ
ル

||
オ
ゴ
ル
と
同
様
の
関
係
が、
フ
〔
経〕
と
ホ
ト

の
ホ
と
の
聞
に
も
あ
る
の
で
は
な
い
か。
「
経」
は
下
二
段
活
用
で
あ
る
か
ら、

そ
の
語
桜
(
50同)
は、
明白
と
考
え
ら
れ、
匂白
の
母
音
交
替
形
と
し
て 、

司O
が
想
定
さ
れ
る 。
ホ
ト

の
ホ
は、
ζ
の
句。
で
は
な
か
ろ
う
か。
ホ
ト

の

怠
味
の
上
か
ら
も 、
ホ
と 、
動
詞
「
経」
と
の
関
連
は、
充
分
考
え
得
る
と
思

う
の
で
あ
る 。

「
万
葉
集ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
(
解
釈
と
鑑
賞
三
六
年
春)」
の
ホ
ド

の
項 。

「
程」
と
い
う
字
の
訓
に
つ
い
て
は、
日
本
霊
異
記
の
訓
釈
に
「
程
同

(
三
五
六ベ)」・
「
程
一肌
(
一
四
六ぺ)」 、
観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
に
「
程ホト

(法下八)」 、
前
田
家
本
色
英
字
類
抄
に
「
怨ホト
(上四五ウ3・
方角)」
と
あ

る 。 4 5 6
「
止」
は
ト

乙
類
の
仮
名
で
あ
る
が、
日
本
霊
泉
記
で
は
ト

の
甲
乙
を

厳
密
に
書
き
分
け
て
い
な
い
の
で 、
ホ
ト

の
ト

を 、
万
楽
祭
の
「
保
刀」を
根

拠
に 、
ト
甲
類
と
認
め
る
上
で 、特
に
問
題
に
は
な
ら
な
い。

7
源
氏
物
語
の
ホ
ド

の
全
用
例
に
対
し 、
程
度
の
窓
の
占
め
る
%
は、
右

の
表
の
如
く
で
あ
る 。
な
お 、
ホ
ド

ナ
シ・
ホ
ド

ホ
ド

な
ど 、
ホ
ド

の
複
合
語

は
すべ
て
数
に
入
れ
た 。

8

峯
岸
明
「
今
昔
物
語
に
お
け
る
変
体
漢
文
の
影
響
に
つ
い
て」・
国
語

学
お 。そ

れ
に
よ
れ
ば 、
平
安
時
代
の
ア
ヒ
ダ
の
表
わ
れ
方
は、
左
の
如
く
で
あ
る

ム」
い-っ 。

50 

名
内ノu
qo
nD
no
ηJ
qd
AU
nL
Fnu
AU
nu
po
nu
nU
AU
RU

唱よ

句i

|使 用 総 数
竹 取 物 語
伊 勢 物 語
大 和 物 語
土 佐 日 記
か げ ろ ふ の 日 記
宇 津 保 物 語
落 窪 物 語
枕 草 子
源 氏 物 語
紫 式 部 日 記
和 泉 式 部 日 記
栄 花 物 語
浜 松 中 納 言 物 語
更 級 日 記
堤 中 納 言 物 語
大 鏡

P 59 (表 1 ) の 一 部

CI 口口作

ち
な
み
に、
古
今
集
の
ア
ヒ
ダ
の
用
例
は
七
例
あ
り、
七
例
と
も
詞
警
に
表

わ
れ
る 。

な
お 、
平
安
時
代
に
入っ
て 、
ア
ヒ
ダ
が、
な
ぜ
訓
読
語
と
し
て
固
定
し
た

の
か、
一
つ
の
問
題
で
あ
ろ
う
が、
詳
ら
か
で
な
い。

9

人
の
身
分
を
い
う
ホ
ド

は、
平
安
中
期
に
至
り、
キハ
〔
際〕
が
そ
の

用
法
を
拡
大
し
て
程
度
を
示
す
よ
う
に
な
る
と 、
キハ
と
紛
ら
わ
し
く
な
る 。

「
立
蔀・
透
垣
な
ど
の
も
と
に
て 、
『
雨
降
り
ぬべ
し』
な
ど
問
え
ど
つ
も

い
と
に
く
し 。
い
と
よ
き
人
の
御
供
人
な
ど
は、
さ
も
な
し 。
君
た
ち
な
ど

，eω

 

の
ほ
ど
は
よ
ろ
し 。
そ
れ
よ
り
下
れ
る
際
は、
み
な
さ
や
う
に
ぞ
あ
る 。

(
枕
辛
子・
七
四
段・
一
O
九ペ
ご

人
ノ
ホ
ド

は、
変
化
の
過
程
に
お
け
る
人
間
の
程
度
と
で
も
い
うべ
き
も
の

で
あ
っ
て 、
血
統・
家
柄・
性
質・
才
能
な
ど
の
先
天
的
な
も
の
に、
迩
命・

境
遇・
教
授・
人
生
経
験・
経
済
力
な
ど
が
か
ら
み
あっ
て 、
時
と
と
も
に
変

化
し
て
い
く
個
人
を 、
変
化
の
相
に
お
い
て
把
え
た
い
い
方
で
あ
ろ
う 。



一
方、
キ
ハ
は、

「
や
む
ζ
と
な
き
き
は
の
人
(
源
氏
物
語・
明
石・
四
六
Oペ
こ

「
く
ち
お
し
き

剖叫
の
ひ
と
た
に
(
源
氏
物
語・
少
女・
七
O
二ペ
ご

な
ど 、
際
離
れ
た
手
の
胞
か
な
い
程
高
い 、
あ
る
い
は、
問
題
に
な
ら
な
い

ほ
ど
低
い、
一両
低
両
極
端
の
身
分
を
い
う
点
で 、
ホ
ド
と
区
別
さ
れ
よ
う。

日

拙
稿
「
活
用
語
を
承
け
る
パ
カ
リ
に
つ
い
て」・
常
業
女
子
短
期
大
学

紀
要
第一
号 。

日

注
目
に
同
じ。

ロ

河
内
本・
別
本
は、
底
本
の
「
ほ
と」
を
「
ほ
と
に」
と
作
る
が、
背

表
紙
本
系
統
の
諸
本
は
すべ
て
「
ほ
と」
で
あ
る 。

日
「-
こ・
「ユ
エ」・
「パ」
な
ど
の、
中
立
的・
中
性
的
接
続
助
詞
は、

順
接・
逆
接
の
両
用
が
あ
る
の
が
普
通
で
あ
る。

H

注
m
k
同
じ 。アヒド

カ
V

日

大
言
海
「〔
閲
処
/
転 、
(
勾
引
ふ、
か
だ
ふ)
倭
訓
菜 、
あ
ひ
だ
『
問

ヨヲ
訓
メ
リ、
た
ハ 、
と
ト

遜
ズ 、
処
/
義
ナ
ル
ベ
シ、
神
代
紀
ニ、際
モ

ヨ
メ

リ』〕」・
築
向田
裕
「
ア
ヒ
ダ
の
語
源
は
恐
ら
く
ア
ヒ
(
合)
+
ダ
で 、
ダ
は
コ
コ

ダ
な
ど
の
体
言
接
尾
語
か
と
思
は
れ
る
(
平
安
時
代
の
波
文
訓
読
語
に
つ
き
て

の
研
究・
三
六
八ペ
ご
な
ど 。

日山
「
今
日
の
阿
比
太
(臥 一一一一一)」
は、
「
今
日
一
日
の
あ
い
だ
(
武
田
祐
吉・

全
注
釈 、
沢
潟
久
孝・
注
釈)」・
「
今
日
一
日
中
(
日
本
古
典
文
学
大
系
こ
な

ど
と
訳
さ
れ
て
い
る。

ま
た、
「
世
の
安
比
太
(
戸一切九四)」
は、
「
生
命
の
あ
る
あ
い
だ
(
全
注

釈)」・
「
此
の
世
に
在
る
聞
で 、
生
涯 。
(
窪
田
空
穂・
評
釈)」・
「
一
生
の
間

(
注
釈 、
日
本
古
典
文
学
大
系
こ
な
ど
と
さ
れ
て
い
る。

ロ

万
葉
集
で
は、
山
/
7
・

島
/
7
に
限
り、
必
ず

類 義 語 の 意 味 領 域

「
際」
と
書
き 、

「
末・
麻・
閲・
暇」
を
用
い
ず 、
用
字
を
区
別
し
て
い
る 。
従っ
て 、
山
/

7
・

島
ノ
マ
の7
を
「
悶」
と
別
語
と
見
る
む
き
も
あ
る。
思
う
に、
木
/

ま

ま

奔・
雲
間
の
7
は、
平
面
的
な
空
間
で
あ
る
の
に
対
し 、
山
ノ
際・
島
ノ
際

は、
山
や
烏
な
ど 、
立
ち
は
だ
か
っ
て
空
間
を
ふ
さ
ぐ
も
の
と
も
の
と
に
挟
ま

れ
た
立
体
的
な
空
間
で
あ
る
点
で 、
同
じ
7
で
も
越
を
異
に
す
る
の
で 、
奈
良

時
代
の
人
々
は、
二
つ
を
区
別
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か。

な
お 、
際
(
キ
ハ)
は、
立
面
と
平
面
と
が
接
す
る
と
乙
ろ
を
い
う
の
が
本

みなぎわ

来
の
怠
味
で
あ
ろ
う。
水
際・
九
帳
/
際・
塀
/
際
な
ど
と
い
い 、
接
し
合
う

二
つ
の
も
の

||
水
と
岸・
凡
帳
と
床・
塀
と
土

ーー
が
異
質
の
も
の
で
あ
る

'・

4皐

点
に
特
色
が
あ
る。
山
/
際・
烏
の
際
の
「
際」
は、
と
の
点 、
キハ
と
同
一

視
し
耕地
い 。

問
と
の
用
法
は
中
世
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る。

「〈D
予
no
g
E印
(
日葡
辞
書
)」
||パ

ジ
ェ
ス
の
日
仏
辞
典
に
は、

「開口可由
旬伽岡市
内門
出F-
OE
巾ロ円円四
唱曲吋叩ロ丹田・」
と
訳
さ
れ
て
い
る。

日

中
世
資
料
に
は
次
の
例
が
み
え
る。

「
六
道
四
生
の
間
に
て
(
六
道
四
生
ノ
ウ
チ
デ) 、
い
づ
れ
の
み
ちへ
か
お

も
む
か
せ
給
は
ん
ず
ら
ん
(
平
家
物
語・
巻
九・
二
三
Oペ
ご

さ
り

かうぜい

Illi--

「〔
古
い
額
の
書
き
手
が〕
佐
理・
行
成
の
あ
ひ
だ
(
二
者
ノ
ウ
チ
ノ
ド
チ

ラ
カ)
う
た
が
ひ
あ
り
て・
い
ま
だ
決
せ
ず
(
徒
然
草・
二
三
八
段・
一
四

八
ぺ)」

「〔
葵
上
の
物
怪
の
正
体
が〕
生
き
盆
死
霊
の
悶
(
二
者
ノ
ウ
チ
ノ
ド
チ
ラ

カ
を)
梓
に
掛
け
申
さ
ば
や
と
存
じ
候
(
謡
曲・
葵
上・
一
二
五
ベ)」

本
稿
を
書
く
に
あ
た
っ
て 、
大
野
普
先
生・
築
島
裕
先
生
に
御
指
導・
御

教一不
を
い
た
だ
き
ま
し
た。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す。
!

常
葉
女
子
短
大
講
師
|
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